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訪日外国人宿泊者数（延べ人数）※

区域 令和元年度
(人泊）

令和２年度
(人泊）

前年比
(%)

道央 5,479,692 48,543 ▲99.1

道南 674,447 4,184 ▲99.4

道北 923,211 4,905 ▲99.5

オホーツク 119,996 1,422 ▲98.8

十勝 162,704 597 ▲99.6

釧路・根室 176,006 2,241 ▲98.7

北海道計 7,536,056 61,892 ▲99.2

※R2北海道観光入込客数調査報告書
（北海道経済部観光局観光振興課）

北海道における訪日外国人の受入れの状況
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外国人の医療提供体制構築に向けた取組

外国人に対する医療機関情報の提供

• 「北海道医療機能情報システム」の多言語化

外国人患者の受入に関する実態把握

•全道の医療機関に関する受入状況調査の

実施

全道規模の各種団体・関係者の情報共有

• 医療のみならず、観光、交通、宿泊、保険等の関

係団体の関係者による意見交換会の開催

先進取組地域での対応力強化

•豪州観光客の多いニセコ地域関係者による

意見交換の開催や各種情報ツールの共有

医療機関の受入体制支援

•外国人患者受入にあたっての指針策定と普及

英語、韓国語、簡体字、
繁体字、ロシア語の
５カ国語で対応

ニセコ地区の医療機関
マップや症状の指差し
シートなどの情報を共有

道内の医療機関向けに、
外国人患者へ対応の
基本的な考え方をとりまとめ

■道の作成した指針概要

１ 外国人患者受入に
あたってのポイント

２ 患者受入体制の整備

３ 外国人患者受入可能
医療機関数

４ 道内各地域の取組

２



外国人患者対応に関する地域会議

○全道規模の各種団体・関係者の情報共有

平成３０年度に「外国人への医療提供に関する全道意見交換会」を開催
意見交換により
・外国人旅行者が安易に救急車の利用を要請する事例
・医療機関において、症状や治療内容を説明する際、コミュニケーションに困っている
などの課題があげられた。

※今後、関係者の連携を強化していくことで認識を共有。

○二次医療圏レベルでの意見交換会（地域会議）の開催（令和元年度）

外国人患者受け入れの現状、課題、取り組み状況などを各種団体・関係者による情報共有、意見交換を
行い、地域における外国人患者受け入れの体制の充実を図る。

・令和元年度開催圏域：十勝、後志、富良野地域で開催
・翻訳ツール体験会を同時開催

○外国人患者の受入にあたっては、医療機関ばかりでなく、観光、消防、交通など多くの分野の関係者間で
情報共有や意見交換を通じて連携を図っていくことが重要
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医療従事者等向け外国人患者対応力向上研修

○医療従事者等向け外国人患者対応力向上研修（令和元年度～）

外国人患者を受入れる医療機関においては、言語や生活習慣、文化の違いなどによるコミュニケーション
の課題などを抱えていることから、医療関係者及び医療ボランティアの方々を対象に、外国人患者へ対応す
る際の基本的な研修を実施

・研修内容：外国人患者に対応する際の基本的な心構えや注意点
日本の医療制度と外国人患者の未収金対策
多言語対応の事例
院内の接遇で使える日常会話例
受付や会計など場面別の対応で必要な会話事例
感染症関連での外国人対応における注意点 など

・研修方法：インターネットを活用した、e-ラーニング方式
（道内どの地域に居住していても、また、働きながらでも都合の良い時に受講）

・受講期間：令和３年１１月１日～令和４年３月３１日

○医療機関が外国人患者を受け入れる際には、医師、看護師をはじめとする診療や検査に携わる医療従
事者や受付の事務担当者など関係者が外国人患者への対応力を高めていくことが重要。
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